


愛媛大学東アジア古代鉄研究センター村上恭通教授らが進める関係各国連携プロジェクト
「鉄の起源・ユーラシア大陸の東西を結ぶ古代メタルロードの探求」より

ヒッタイト滅亡後 ユーラシア大陸伝播の出発点は

古代鉄東遷の鍵を握るジョージア周辺の製鉄遺跡群?

★

愛媛大学東アジア古代鉄研究センター村上恭通教授らが進める関係各国研究連携プロジェクト
「鉄の起源・ユーラシア大陸の東西を結ぶ古代メタルロードの探求」の目覚ましい成果により
鉄の起源・そして西アジアからの古代鉄ユーラシア大陸東遷の道が解き明かされつつある。

毎年開催される成果報告会や本年１２月の国際シンポの討論など
聴講させていただいた結果をベースに最新の日本のたたら製鉄ルーツ探求の現状を
私見ながら取りまとめ整理しました。 2015.12.25. by Mutsu Nakanishi



愛媛大学東アジア古代鉄研究センターが進める関係各国研究連携プロジェクト



西アジアに起源を持ち、ユーラシア大陸を西から東へダイナミックに伝播し、そして日本に製鉄技術がもたらされた。
村上恭通教授を中心とする愛媛大学東アジア古代鉄文化センターは、長きに渡り、中国やモンゴル、トルコ、ロシア・ハカス共和国、
カザフスタンなどのユーラシア大陸の諸国・日本の研究者をも巻き込んで、ユーラシア大陸諸国での製鉄遺跡の共同調査および
研究交流を推進。 数々の成果を挙げ、来年にはこの連携プロジェクトの一括成果をまとめて国際会議を開き区切りをすると聞く。

「鉄の起源並びに時代を超えた製鉄技術伝播の道「鉄の起源並びに時代を超えた製鉄技術伝播の道<<メタルロードメタルロード>>解明の連携プロジェクト」解明の連携プロジェクト」成果例成果例
◆人口鉄を初めて作ったとされてきたヒッタイト以前の最古の鉄を 西アジア アナトリア高原カマンカレホユック遺跡で発掘
ヒッタイトが人工鉄を初めて作ったとの定説を覆す

◆鉄の起源に迫る銅主生産地「パレスシナ」「キプロス」での銅製錬と密接な関係を示す多数の出現期鉄器の存在の確認と
同時期のパレスシナ製銅遺跡出土の鉄滓・小鉄塊の調査

◆ ヒッタイト滅亡後 ユーラシア大陸伝播の出発点 古代鉄東遷の鍵を握るジョージア周辺の製鉄遺跡群調査
◆ ロシア西シベリア・モンゴル匈奴の製鉄遺跡調査 中央アジア草原の道とシベリア
遊牧民は製鉄を含め生産基地を持たないとする定説を覆し、遊牧民は製鉄を行っている

◆ 四川成都高原の蜀・漢代の製鉄遺跡の調査等々
黄河・中原が製鉄の根拠地とみられてきた中国古代 蜀・漢代成都平原を中心とした製鉄遺跡群

◆ インド・スリランカ・東南アジア伝播の道も。 スリランカの珍しい自然送風巨大箱型炉を思わせる風炉

この連携プロジェクトにより、鉄の起源・鉄のユーラシア大陸東進の道が今解き明かされつつあり、毎年 一度 その年の成果報告を
中心に鉄の起源・鉄のユーラシア大陸東進の道(Metal Road)の話が聞けるうれしいシンポジュウムが開催されてきた。
今回は新たに ウラル・モンゴル・西シベリアの古代製鉄遺跡そしてインド・スリランカ・東南アジアの古代製鉄なども紹介され、ユー
ラシア大陸鉄東進のメタルロードが解き明かされつつあると強く感じました。
また センセーショナルに伝えられたパレスシナでの製銅現場での鉄・小鉄塊が鉄の起源とのイメージも強くなってきたと。 来年の
成果まとめに益々期待が膨らんでいます。

愛媛大学東アジア古代鉄研究センターが進める関係各国研究連携プロジェクトの成果検討会 20150.12.6.



鉄の起源探求シンポジュウム鉄の起源探求シンポジュウム 聴講聴講 和鉄の道掲載とりまとめ和鉄の道掲載とりまとめ リストリスト by by MutsuMutsu NakanishiNakanishi愛媛大学 東アジア古代鉄文化センター
「鉄の起源・ユーラシア大陸メタルロードの探求」関係各国連携研究プロジェクト

成果報告会 & 国際シンポジューム 聴講資料 2007-2015.



愛媛大学東アジア古代鉄研究センター村上恭通教授らが進める関係各国連携プロジェクト

「鉄の起源・ユーラシア大陸の東西を結ぶ古代メタルロードの探求」
２０１５．１２月２０１５．１２月 その最新成果検討を兼ねた国際シンポジュウムが大阪で開催され、その最新成果検討を兼ねた国際シンポジュウムが大阪で開催され、
ユーラシア大陸での共同発掘調査研究から、日本のたたら製鉄につながるユーラシア大陸での共同発掘調査研究から、日本のたたら製鉄につながる

数々の古代鉄の起源・伝播の新しい知見が発表された。数々の古代鉄の起源・伝播の新しい知見が発表された。
興味津々で興味津々で 来年の成果とりまとめ報告が待ち遠しい来年の成果とりまとめ報告が待ち遠しい



西アジアで生まれた製鉄技術のユーラシア大陸伝播東遷の道 Metal Road

★

ヒッタイト滅亡後 ユーラシア大陸伝播の出発点は

古代鉄東遷の鍵を握るジョージア(グルジア)周辺の製鉄遺跡群?







ヒッタイト滅亡後ユーラシア大陸東遷伝播の出発点は高度な鍛冶技術も持つの鍵ジョージア周辺?



ヒッタイト滅亡後ユーラシア大陸東遷伝播の出発点は高度な鍛冶技術も持つの鍵ジョージア(グルジア)周辺?



中央アジアの
古代鉄







シベリアの古代鉄



中国四川成都高原の古代鉄





中国四川成都平原 古石山遺跡で発掘された巨大製鉄炉







ユーラシア大陸南のインド・スリランカへ伝播した古代鉄



人工鉄の起源を探る新しい視点人工鉄の起源を探る新しい視点 定説を覆すヒッタイト帝国以前の世界最古の鉄定説を覆すヒッタイト帝国以前の世界最古の鉄 出土出土



２０１３年カマン・カレホユック遺跡の発掘調査で出土した

ヒッタイト以前世界最古級の小鉄塊と鉄滓

愛媛大東アジア古代鉄文化研究センター愛媛大東アジア古代鉄文化研究センター 第第1818回アジア歴史講演会回アジア歴史講演会 「鉄の起源の探究」成果報告「鉄の起源の探究」成果報告 2015.2.142015.2.14..
「青銅器時代の西アジア「青銅器時代の西アジア 鉄の起源と展開鉄の起源と展開 金金 属器時代の黎明属器時代の黎明 －価値と技術－価値と技術-- 」」

BC 2200

BC 2100～1900



≪アナトリア高原でのヒッタイト以前世界最古の人工鉄≪アナトリア高原でのヒッタイト以前世界最古の人工鉄&&鉄滓の発掘鉄滓の発掘 並びに並びに 古代古代
銅生産の中心地銅生産の中心地 パレスチナでの数多くの古代鉄器・鉄滓の出土・出土物調査や鍛冶パレスチナでの数多くの古代鉄器・鉄滓の出土・出土物調査や鍛冶
遺跡の調査≫などから、遺跡の調査≫などから、 「人工鉄はヒッタイト以前「人工鉄はヒッタイト以前 最初最初 銅生産の副産物として、銅生産の副産物として、
パレスシナで始まった可能性がある」との新しい見方が提案され、注目されているパレスシナで始まった可能性がある」との新しい見方が提案され、注目されている

ヒッタイト以前ヒッタイト以前 銅生産の中心地銅生産の中心地 パレスチナでパレスチナで
人工鉄は人工鉄は 銅生産の副産物として銅生産の副産物として 初めて誕生した可能性がある初めて誕生した可能性がある

◆◆

アナトリア高原 カマンカレホユック遺跡のヒッタイト以前の層で小鉄塊・鉄滓を発掘調査
ヒッタイト以前の世界最古の人工鉄とみられる 2013年



この金属器使用段階地図の中この金属器使用段階地図の中 ヒッタイトが人工鉄を最初に作ったといわれてきたが、その前の紀元前ヒッタイトが人工鉄を最初に作ったといわれてきたが、その前の紀元前1919世紀から世紀から1010世紀当時の世紀当時の

銅主要生産地銅主要生産地 パレスチナ・キプロスの地中海沿岸でパレスチナ・キプロスの地中海沿岸で 素材のルーツは不明なるも多数の鉄器が出土。素材のルーツは不明なるも多数の鉄器が出土。
さらに鍛冶遺跡など数多くの製鉄関連遺跡が出土し、人工鉄のルーツと銅生産の関係に着目した検討が進められている。さらに鍛冶遺跡など数多くの製鉄関連遺跡が出土し、人工鉄のルーツと銅生産の関係に着目した検討が進められている。



◆ 地中海沿岸・西アジアでのヒッタイト滅亡より古い初期鉄器の調査
≪鉄の起源を考える西アジアの鉄についての新たな視点 銅生産と初期鉄器の出会い≫
「最初の人工鉄は「最初の人工鉄は 銅生産の副産物として銅生産の副産物として 生まれた」との提案と調査生まれた」との提案と調査

定説として「人工鉄の起源はヒッタイト」云われてきたヒッタイトの滅亡は紀元前12世紀末
当時 西アジアは青銅器が中心利器の時代であり、ヒッタイト滅亡後 急速に鉄器文化が展開されてゆく。
ところが 西アジアでヒッタイト以前の鉄が見つかり、一挙にこの根拠が崩れた。

◎ 一番先に鉄器が現れた西アジア 約紀元前5000年頃 銅器は紀元前9000～8000年。
鉄器の成分やウイッドマンステッテン急冷凝固組織を持つ韻鉄。
そしてこの硬い鉄塊を磨いて加工して刀剣や装身具などに仕上げている。

◎ 西アジアで出土した初期鉄器の分布によると
アナトリアのみならず、イスラエルやキプロスからは韻鉄なのか人工鉄なのか明確ではないが、
ヒッタイト滅亡以前から鉄器が多数出土し、人工鉄が主要になるヒッタイト滅亡後も
パレスチナでは鉄器が出土していることが、共同研究や文献調査等で明確になってきた。
そして 注目すべきは これらの地が、古くからの銅の交易・生産地であるということで、
銅製錬と鉄との出会い 銅生産と鉄との関連性が注目される。

◎ ヒッタイト滅亡後 アッシリアの時代になると鉄器が利器として拡散してゆく時代を迎え、
イスラエルやヨルダンでも製鉄跡が出土するとともに、鉄器のユーラシア大陸東遷の先進地とみられる
西アジア北部黒海東岸のグルジア地方でも鉄器が出土。 また、ヒッタイト滅亡後 成立したアッシリアが

イスラエルやキプロスを含む地中海沿岸諸国から鉄を貢納させてきたと記載された文書がある。



西アジアにおける初期鉄器関連地図 銅の主要生産地 地中海沿岸で初期鉄器が多数出土
そして、ヒッタイト滅亡後の鉄器時代の始まりの時代に この銅主要生産地 パレスチナに
対して アッシリアが鉄の貢納を要求している



西アジアにおける初期鉄器関連地図
銅の主要生産地≪パレスチナ≫ では

ヒッタイト滅亡前から滅亡後の鉄器時代の始めにも
引き続いて鉄器が多数出土している



古代のパレスチナの製鉄跡・製鉄炉はまだ明確でないが、調査は進行中古代のパレスチナの製鉄跡・製鉄炉はまだ明確でないが、調査は進行中



西アジアパレスチナで銅製錬の副産物として 人工鉄が生まれた可能性について

愛媛大村上恭通教授の話

西アジア地中海沿岸地域 銅の主要生産地での初期鉄器の出土 と パレスチナの鍛冶遺跡



地中海沿岸・西アジアでのヒッタイト滅亡より古い初期鉄器の出現と課題

何が青銅器から鉄器文化への移行の引き金になったのだろうか・・・・・
銅生産地での鉄の出会いを考えるうえからも 興味津々であるが、この問題はまだ未解決だと聞く。

〇 人工鉄が生まれても、初期鉄器とみられる純鉄は柔らかく、硬くて強い青銅には及ばなかったと推察され、
銅生産の副産物として 人工鉄が生まれても 炭素を含む鋼への改良には時間を要したろう。

〇 むしろ銅器の生産事情かもしれぬ
たとえば 銅原料の入手 青銅にするスズ原料の入手など何らかの問題が生じたからではないかとも
考えられるという。

≪私の頭によぎったこと by Mutsu Nakanishi≫

利器の中心だった銅が脆くて形にならぬとなると利器の中心素材ではいられない。
西アジアでも自然銅の枯渇がこの問題に火をつけたのではないか?? そんなイメージがすぐ頭に…。
西アジアでも 日本と同じく銅の空白がおきようとしていたのではないか・・・・と。
だとすると 銅と鉄が混在する鉱石までもが、銅原料として使われ、 銅と鉄とが製銅現場で出会うこと
になる。

私の私見ですが、すぐ頭に浮かんだのは鎌倉から室町時代にかけて生じた銅資源の枯渇問題。
日本では鎌倉から室町時代にかけ、日本の銅資源が枯渇し、中国等から銅銭を輸入する時代がある。
古代の銅製錬は自然銅や銅酸化物鉱石の炭素による還元製錬。
それが使いつくされると銅の酸化物鉱石から地中にある大量の硫黄を含む硫化物鉱石となり、
製錬しても銅中には大量の硫黄を含み、 脆くて使い物にならぬ時代に突入する。
銅製錬時にこの脱硫法の確立に数百年を要したのである。
また鎌倉大仏が中国の銅銭を素材にしていることや鎌倉時代多数の鉄の仏像が数多く作られた
ことはよく知られた事実である。

未解決の課題 ヒッタイト以前に人工鉄が生み出されたが、青銅器から鉄器文化へすぐに移行したわけではない

西アジアの青銅器文化から鉄器文化への移行の引き金はなにか???



「鉄」と「銅製錬」「鉄」と「銅製錬」&&「鋳銑鉄「鋳銑鉄くずくず」の出会いから」の出会いから

鉄の起源・たたら製鉄の始まりを考える鉄の起源・たたら製鉄の始まりを考える

最近鉄の起源・たたら製鉄の謎に迫る新しい発掘調査研究が次々と報告されている。

◆ ユーラシア大陸のメタルロード探究を進める愛媛大学の村上恭通教授らは西アジアでの
共同発掘調査から人工鉄を発明したと定説のヒッタイトの時代以前 世界最古の小鉄塊
・鉄滓を発掘。 ヒッタイトの人工鉄起源説を覆すとともに、
「人工鉄の起源は西アジア地中海沿岸 銅の主要生産地バレスチナで銅製錬の副産物として

小鉄塊が銅製錬錬の過程で生まれ、それがさらに鉄製錬へと展開されていった可能性がある」
との研究成果を発表。 2015年2月14日 松山 愛媛大学アジア歴史研究会で 村上教授講演より

◆ また １から３世紀 倭国魏志倭人伝の時代 朝鮮半島交易の中心地として栄えた壱岐の
からかみ遺跡の鍛冶工房遺構から出土した他に類例のない地上炉について
発掘調査に携わった九州大学宮本一夫教授らは

炉壁・立派な羽口のある地上炉でありながら、鉄滓・鍛造剥片も少なく、また出土する鉄が殆ど
未完成のくず小鉄片という特異な特徴をもつ地上炉で、朝鮮半島の対岸 勅島周辺から出土
する地上炉の特徴があることからこのカラカミ遺跡から出土した地上炉は鉄精練・鉄器加工の
鍛冶炉とは考えにくく、
「朝鮮半島などから集めた融点の低いくず銑鉄を製鉄原料として鉄素材を作った製鉄炉(製錬
鍛冶炉)であろう」と報告。 2015.3.1. 大阪中之島 壱岐公開講座で 宮本教授講演より、

銅と鉄は溶融しても銅と鉄は溶融しても お互い混じり合わないが、鉱石としては混在して存在し、非常に近しい関係にあり、お互い混じり合わないが、鉱石としては混在して存在し、非常に近しい関係にあり、
銅製錬の過程で銅製錬の過程で 鉄も局所的に製錬され、銑鉄小鉄塊として生成する可能性がある。鉄も局所的に製錬され、銑鉄小鉄塊として生成する可能性がある。
かつ銑鉄くずを集めて、精錬すれば、鉄素材が得られると推定され、十分その可能性は検討の余地がある。かつ銑鉄くずを集めて、精錬すれば、鉄素材が得られると推定され、十分その可能性は検討の余地がある。
また、小銑鉄塊が得られれば、比較的低い温度で溶融させ、鉄素材が作れると考えられ、この銑鉄また、小銑鉄塊が得られれば、比較的低い温度で溶融させ、鉄素材が作れると考えられ、この銑鉄くずくず精錬精錬
を発展させれば、銅製錬と共存させなくても直接鉄製錬への道が開ける可能性がある。を発展させれば、銅製錬と共存させなくても直接鉄製錬への道が開ける可能性がある。

たたらの
源 流

たたらの
源 流





弥生時代中期弥生時代中期((１～１～33世紀世紀))の壱岐カラカミ遺跡から出土した製鉄炉の壱岐カラカミ遺跡から出土した製鉄炉((精錬鍛冶炉精錬鍛冶炉))はは
朝鮮半島南岸の独島地域に豊富にある鋳鉄くずを主原料として、朝鮮半島南岸の独島地域に豊富にある鋳鉄くずを主原料として、
再溶解した製鉄素材を作る製鉄炉ではないか・・・・再溶解した製鉄素材を作る製鉄炉ではないか・・・・ との説が提案されているとの説が提案されている
2 2015.3.1. 大阪中之島 壱岐公開講座で 宮本教授講演より

九州大学宮本一夫教授らは 倭国魏志倭人伝の時代 朝鮮半島交易の中心地として栄えた壱岐

からかみ遺跡の鍛冶工房遺構から出土した他に類例のない地上炉について
「炉壁・立派な羽口のある地上炉でありながら、鉄滓・鍛造剥片も少なく、また出土する鉄が殆ど未完成の
くず小鉄片という特異な特徴をもつ地上炉で、朝鮮半島の対岸の勅島周辺から出土する地上炉の特徴がある。
これらのことから、この地上炉は鉄精練・鉄器加工の鍛冶炉とは考えにくく、
「朝鮮半島などから集めた融点の低いくず銑鉄を製鉄原料として鉄素材を作った製鉄炉(鍛冶炉)であろう」という。

◆◆ 日本にも製鉄の黎明期日本にも製鉄の黎明期 銑鉄くずを原料とした製鉄炉銑鉄くずを原料とした製鉄炉((精錬鍛冶炉精錬鍛冶炉))が存在したが存在した ◆◆
By Mutsu Nakanishi





銑鉄くずを使った製鉄(精錬鍛冶)が、６世紀 砂鉄・鉄鉱石を原料とし、高温箱型製鉄炉による本格的な製鉄の開始につながると考えるには
性急 であるが、この時代 製鉄の先駆的椀型鉄滓を伴う精錬鍛冶の増加 そして古代製鉄伝承の数々を考えると十分検討に値すると考える

By By MutsuMutsu NakanishiNakanishi





By By MutsuMutsu NakanishiNakanishi

日本の製鉄開始を頭に日本の製鉄開始を頭に 日本でも銅製錬は早くからスタートしている日本でも銅製錬は早くからスタートしている 銅製錬との関係を考える銅製錬との関係を考える



愛媛大学東アジア古代鉄研究センター村上恭通教授らが進める関係各国連携プロジェクト

「鉄の起源・ユーラシア大陸の東西を結ぶ古代メタルロードの探求」
２０１５．１２月２０１５．１２月 その最新成果検討を兼ねた国際シンポジュウムが大阪で開催され、その最新成果検討を兼ねた国際シンポジュウムが大阪で開催され、
ユーラシア大陸での共同発掘調査研究から、日本のたたら製鉄につながるユーラシア大陸での共同発掘調査研究から、日本のたたら製鉄につながる

数々の古代鉄の起源・伝播の新しい知見が発表された。数々の古代鉄の起源・伝播の新しい知見が発表された。
興味津々で興味津々で 来年の成果とりまとめ報告が待ち遠しい来年の成果とりまとめ報告が待ち遠しい



鉄の起源探求シンポジュウム鉄の起源探求シンポジュウム 聴講聴講 和鉄の道掲載とりまとめ和鉄の道掲載とりまとめ リストリスト by by MutsuMutsu NakanishiNakanishi愛媛大学 東アジア古代鉄文化センター
「鉄の起源・ユーラシア大陸メタルロードの探求」関係各国連携研究プロジェクト

成果報告会 & 国際シンポジューム 聴講資料 2007-2015.



◆ 鉄と匈奴 ユーラシア大陸を駆けた匈奴の製鉄 2013.11.9.

◆ 鉄の起源・鉄の伝播探求 Review 2015 .
ユーラシア大陸を東西に結ぶ鉄の道 Metal Road 2016.1.7.

http://www.infokkkna.com/ironroad/2013htm/iron9/1311kyoudo02.htm

http://www.infokkkna.com/ironroad/201http://www.infokkkna.com/ironroad/20166htm/ironhtm/iron1212//1601metalroad2015001601metalroad201500.htm.htm

参考参考 和鉄の道・和鉄の道・Iron Road Iron Road 動画動画 私蔵版私蔵版

「鉄の起源・ユーラシア大陸メタルロードの探求」


